
　

新
型
コ
ロ
ナ
で
長
期
休
業
し
て
い
た
学

校
が
再
開
し
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
再
開
に
あ
た
り
市
教

育
委
員
会
は
感
染
防
止
対
策
の
た
め
の

「
学
校
生
活
に
お
け
る
感
染
症
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、
教
員
へ
の
負

担
が
非
常
に
大
き
い
内
容
で
す
。
学
校
生

活
で
密
を
作
ら
な
い
、
換
気
、
子
ど
も
た

ち
の
体
調
管
理
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

の
下
校
後
、
教
室
の
机
や
い
す
な
ど
の
消

毒
、
ト
イ
レ
や
床
の
掃
除
、
ご
み
捨
て
も

教
員
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
員
の
過
重
負
担
は
新
型
コ
ロ
ナ
問
題

が
起
き
る
以
前
か
ら
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
施
は
「
短
期
間
な

ら
頑
張
れ
て
も
、
長
期
間
は
と
て
も
厳
し

い
」
状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
掃
除
や
消
毒

の
た
め
の
用
具
類
な
ど
も
不
足
し
て
お

り
、
補
充
は
全
て
学
校
ま
か
せ
で
し
た
。

　

６
月
10
日
、
日
本
共
産
党
市
議
団
は
教

　

５
月
29
日
の
市
議
会
本
会
議
で
、

日
本
共
産
党
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
、

保
健
所
や
暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
人

の
相
談
窓
口
の
体
制
強
化
、
支
援
の

広
報
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

【
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
保
健
所
の
体
制
強
化
を
】

　

船
橋
市
は
医
師
が
必
要
と
判
断
す

れ
ば
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
て
き
た
と
言

い
ま
す
が
、
実
際
に
は
「
熱
が
あ
っ

て
も
検
査
で

き

な

か

っ

た
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

第
２
波
に
備

え
、
介
護
や

障
害
福
祉
、

保

育

所

な

ど
、
濃
厚
接

触
が
避
け
ら

　

６
月
１
日
発
行
の
広
報
ふ
な
ば
し
に
、

白
内
障
助
成
扶
助
費
が
本
年
７
月
１
日
で

廃
止
に
な
る
旨
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
行
財
政
改
革
に
お
い

て
廃
止
さ
れ
る
制
度
の
１
つ
で
、
白
内
障

手
術
後
に
、
補
助
眼
鏡
等
の
費
用
を
助
成

す
る
も
の
で
す
。
６
月
30
日
ま
で
に
行
っ

た
白
内
障
手
術
が
助
成
の
対
象
で
、
申
請

受
付
は
手
術
日
か
ら
２
年
以
内
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
た
め
、

厚
労
省
か
ら
「
医
師
の
判
断
に
よ
り
延
期

学
校
再
開
に
あ
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っ
て
教
育
長
に
要
望
書

コ
ロ
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で
長
期
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業

コ
ロ
ナ
で
長
期
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業

コ
ロ
ナ
で
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業

コ
ロ
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で
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ぜひ、ご参加ください ！

育
長
に
、
感
染
防
止
を
確
実
に
行
う
た
め

に
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
施
す
る
た
め
の

人
の
配
置
と
、
必
要
な
備
品
や
衛
生
用
品

を
支
給
す
る
よ
う
緊
急
の
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
を
10
日
間
に
短
縮
す
る

な
ど
、
休
業
で
不
足
し
た
授
業
時
数
を
確

保
す
る
た
め
教
育
委
員
会
の
方
針
に
、

「
猛
暑
の
中
の
登
校
は
危
険
」
な
ど
保
護

者
か
ら
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
子
ど

も
に
過
重
な
負
担
と
な

ら
な
い
よ
う
６
月
15
日

の
文
教
委
員
会
で
も
取

り
上
げ
ま
し
た
。

が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
手
術
は
延
期
す
る

こ
と
を
要
請
す
る
」
と
い
う
事
務
連
絡
が

出
た
為
、
医
療
機
関
で
は
４
月
中
旬
以

降
、
白
内
障
の
手
術
を
一
時
中
止
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
か
ら
共
産
党
市
議
団
は
、

「
白
内
障
助
成
扶
助
費
の
６
月
30
日
ま
で

の
手
術
対
象
日
を
当
面
の
間
、
延
期
す
る

こ
と
」
を
市
長
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
市

長
か
ら
は
こ
れ
を
認
め
る
回
答
が
あ
り
、

対
象
日
は
延
期
さ
れ
る
事
に
な
り
そ
う
で

す
。

れ
な
い
施
設
の
職
員
・
利
用
者
の
一

斉
検
査
を
可
能
に
す
る
体
制
も
必
要

で
す
。
「
市
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
保
健

所
を
通
さ
ず
に
検
査
で
き
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
」
と
求
め

た
と
こ
ろ
、
市
は
「
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
検
査
を
拡
充
す
る
。
で
き
る
こ

と
は
積
極
的
に
導
入
し
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

　

ま
た
保
健
所
の
過
重
労
働
が
問
題

で
す
。
過
労
死
ラ
イ
ン
で
あ
る
80
時

間
以
上
の
残
業
を
し
た
職
員
は
４
月
、

21
人
。
あ
る
職
員
は
２
月
１
５
６
時

間
、
３
月
１
９
４
時
間
、
４
月
１
９

０
時
間
も
の
残
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

常
勤
職
員
を
増
や
す
べ
き
と
い
う

日
本
共
産
党
の
質
問
に
、
市
は
「
（
新

た
に
）
採
用
と
い
う
考
え
は
な
い
。

市
全
体
の
応
援
体
制
で
負
担
軽
減
を

図
る
」
と
消
極
的
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
深
刻
な
過
重
労
働

が
解
消
し
ま
せ
ん
。

【
生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
拡
充
を
】

　

生
活
困
窮
者
の
急
増
と
と
も
に
、

生
活
保
護
担
当
部
署
の
職
員
採
用
や

庁
内
応
援
体
制
、
市
内
に
１
ヶ
所
し

か
な
い
保
健
と
福
祉
の
総
合
相
談
窓

口
「
さ
ー
く
る
」
の
増
設
も
必
要
で

す
。
日
本
共
産
党
は
「
生
活
保
護
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
一
人
当
た
り
百

世
帯
も
任
さ
れ
、
今
で
も
職
員
は
疲

弊
し
て
い
る
」
と
指
摘
。
市
は
非
正

規
職
員
を
配
置
す
る
、
状
況
を
見
て

応
援
体
制
を
考
え
た
い
と
答
え
、

「
さ
ー
く
る
」
の
増
設
は
課
題
だ
と
し

つ
つ
も
、
「
相
談
者
が
急
増
し
、
設
置

に
向
け
て
の
検
討
時
間
が
取
れ
な
い
」

と
答
弁
。

　

自
民
党
政
治
が
行
っ
て
き
た
地
方

公
務
員
減
ら
し
が
自
治
体
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
誰
に
で
も
届
く
広
報
を
】

　

こ
の
間
、
「
市
の
や
っ
て
い
る
こ
と

が
見
え
な
い
」
と
い
う
訴
え
が
続
き

ま
し
た
。
市
は
広
報
に
様
々
な
支
援

制
度
を
載
せ
て
い
ま
す
が
、
全
戸
配

布
で
は
な
く
、
情
報
を
得
ら
れ
な
い

市
民
が
い
ま
す
。
広
報
に
生
活
保
護

の
案
内
は
一
切
無
い
こ
と
も
課
題
で

す
。
広
報
の
全
戸
配
布
、
生
活
保
護

の
案
内
掲
載
を
求
め
ま
し
た
。
市
は

全
戸
配
布
に
つ
い
て
「
情
報
の
即
時

性
が
大
き
な
問
題
な
の
で
や
め
た
」

と
答
弁
。
生
活
保
護
の
案
内
掲
載
に

つ
い
て
は
「
何
を
発
信
で
き
る
か
、

鋭
意
と
り
く
み
た
い
」
と
明
言
を
避

け
ま
し
た
。
果
た
し
て
市
長
は
戦
後

最
大
の
危
機
に
、
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
気
が
あ
る
の
か
が
厳
し
く

問
わ
れ
ま
す
。
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◆検査体制・医療提供体制・補償措置の抜本的強化を ！
保健所：残業時間ごとの職員数
（時間外労働＋休日勤務時間）

４５時間
以上

８０時間
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